
第２１１号 2014年（平成26年）5月10日 （6）市 議 会 だ よ り

道 路 交 通

街 づ く り

道 路 交 通

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
　 2月定例会では、30人の議員が一般質問を行いました。
質問の持ち時間は答弁を含めて 1人60分です。
　ここでは紙面の都合上、1人1項目を選び質問・答弁を
要約し、ジャンルごとにまとめて掲載しました。

＜会派の略称＞

無所属・市民＝無所属の会・市民ネット

　
市
政
戦
略
会
議
は
、
無
料
駐

輪
場
の
有
料
化
を
含
め
た
駐
輪

場
使
用
料
の
見
直
し
を
検
討
す

る
こ
と
を
答
申
し
て
い
る
。
本

　
都
市
計
画
道
路
3
・
4
・
18

号
は
、
京
成
本
線
と
交
差
す
る

辺
り
で
風
致
地
区
を
縦
断
す
る
。

地
域
住
民
の
中
に
は
、
道
路
へ

の
遮
音
壁
の
設
置
は
環
境
対
策

に
は
不
十
分
で
、
地
域
の
景
観

も
破
壊
す
る
と
危
惧
す
る
声
が

あ
る
。
景
観
と
環
境
の
保
全
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　
市
は
事
業
区
間
全
体
で
、

道
路
と
景
観
を
一
体
と
し
た
整

備
を
進
め
て
お
り
、
遮
音
壁
も

周
囲
の
景
観
等
に
配
慮
し
た
も

の
を
導
入
す
る
他
、
桜
の
植
栽

や
ク
ロ
マ
ツ
の
保
全
、
補
植
等
、

風
致
地
区
の
特
性
に
も
配
慮
し

て
い
る
。
遮
音
壁
の
先
端
部
へ

の
減
音
装
置
の
設
置
や
残
地
の

緑
地
整
備
等
の
提
案
も
行
っ
て

お
り
、
引
き
続
き
住
民
の
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
市
は
、
武
蔵
野
線
船
橋
法
典

―
市
川
大
野
駅
間
の
新
駅
設
置

に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
議

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
計

　
行
徳
バ
イ
パ
ス
の
行
徳
駅
入

口
交
差
点
歩
道
橋
は
、
老
朽
化

の
他
、
高
齢
者
や
車
椅
子
使
用

者
等
、
利
用
が
困
難
な
人
も
多

　
Ｊ
Ｒ
市
川
塩
浜
駅
前
の
土
地

区
画
整
理
事
業
は
、
平
成
26
年

度
中
の
事
業
認
可
取
得
を
目
指

し
、
新
た
な
換
地
計
画
の
作
成

　
自
転
車
と
歩
行
者
と
の
交
通

事
故
で
、
加
害
者
に
高
額
の
賠

償
を
命
じ
る
判
決
が
相
次
い
で

い
る
。
本
市
で
自
転
車
の
安
全

　
平
成
25
年
の
空
き
家
等
適
正

管
理
条
例
施
行
後
1
年
が
経
つ

が
、
活
用
可
能
な
空
き
家
も
目

立
つ
。
空
き
家
等
の
現
状
と
条

　
国
道
14
号
の
新
田
1
・
5
丁

目
区
間
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日

本
と
県
が
道
路
の
北
側
を
用
地

買
収
し
て
歩
車
道
の
幅
員
を
広

　
現
在
、
本
市
の
下
水
道
普
及

率
は
69
・
8
％
と
低
迷
し
て
い

る
が
、
今
後
、
外
環
道
路
等
の

整
備
に
合
わ
せ
て
下
水
道
も
整

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

か
つ
ま
た
竜
大
議
員
（
民
主
・
連
合
・
社
民
）

加
藤
武
央
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

青
山
博
一
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

中
村
義
雄
議
員
（
公
明
党
）

田
中
幸
太
郎
議
員
（
み
ら
い
）

清
水
み
な
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

か
い
づ
勉
議
員
（
自
由
民
主
党
）

松
葉
雅
浩
議
員
（
公
明
党
）

市
の
駐
輪
場
使
用
料
は
近
隣
市

に
比
べ
て
高
い
状
況
で
あ
り
、

利
用
者
等
の
意
見
を
聞
き
、
市

民
負
担
の
軽
減
も
含
め
た
方
向

で
見
直
し
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答
　
現
在
、
市
は
市
政
戦
略
会

画
的
な
街
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

新
駅
周
辺
の
用
地
を
先
行
取
得

す
る
こ
と
は
必
須
で
あ
る
と
考

え
る
。
市
が
目
指
す
武
蔵
野
線

沿
線
の
街
づ
く
り
と
、
そ
の
た

め
の
具
体
的
な
手
法
を
問
う
。

い
。
平
成
25
年
9
月
の
答
弁
で

は
、
県
は
歩
道
橋
撤
去
に
加
え
、

右
折
レ
ー
ン
設
置
等
、
交
差
点

の
改
良
を
検
討
中
と
の
こ
と
だ

っ
た
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
県
葛
南
土
木
事
務
所
に
よ

と
地
権
者
の
合
意
を
得
て
保
留

地
処
分
を
検
討
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
事
業
認
可
後
、
建
築

施
設
の
整
備
が
完
了
す
る
の
は

い
つ
頃
か
。
ま
た
、
三
番
瀬
を

活
か
し
、
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
（
水

利
用
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ

れ
て
3
年
が
経
つ
が
、
市
は
今

後
の
取
り
組
み
を
ど
う
考
え
る

か
。
ま
た
、
悪
質
な
自
転
車
運

転
者
に
対
し
、
条
例
を
改
正
し

て
罰
則
を
設
け
る
考
え
を
問
う
。

例
の
実
績
を
問
う
。
ま
た
、
26

年
度
予
算
に
お
け
る
空
き
家
対

策
の
内
容
及
び
マ
イ
ホ
ー
ム
借

上
げ
等
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答
　
条
例
施
行
後
、
空
き
家
に

関
す
る
情
報
提
供
は
急
増
し
て

げ
る
等
の
整
備
計
画
が
あ
る
。

一
方
、
南
側
は
、
説
明
会
で
は
、

整
備
し
な
い
と
聞
い
た
と
い
う
。

南
側
も
整
備
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
認
識
は
ど
う
か
。

答
　
国
道
14
号
の
当
該
区
間
は

備
が
進
み
、
普
及
し
て
い
く
と

認
識
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
市

北
部
に
お
け
る
今
後
の
下
水
道

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
県
が
行
う
江
戸
川
左
岸
流

域
下
水
道
市
川
幹
線
、
松
戸
幹

議
の
答
申
を
基
に
具
体
的
な
改

定
作
業
を
進
め
て
い
る
。
原
価

計
算
に
よ
る
料
金
設
定
の
適
正

化
や
無
料
駐
輪
場
の
有
料
化
が

必
要
と
考
え
る
一
方
で
、
放
置

自
転
車
が
増
加
す
る
懸
念
も
あ

る
。
負
担
の
公
平
性
確
保
の
観

点
か
ら
市
民
意
見
を
聞
き
、
維

持
管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
や
近
隣

市
の
料
金
体
系
等
も
考
慮
し
つ

つ
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
た
い
。

答
　
市
は
現
在
、
新
駅
を
中
心

に
、
都
市
型
住
宅
と
大
型
商
業

施
設
を
組
み
合
わ
せ
た
モ
デ
ル

案
の
策
定
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
実
現
に
は
、
大
き
な
街
区
に

集
約
し
て
土
地
の
高
度
利
用
を

図
る
必
要
が
あ
り
、
有
効
な
手

法
と
し
て
特
定
土
地
区
画
整
理

事
業
が
あ
る
。
先
行
的
な
用
地

取
得
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
可

能
性
を
見
極
め
て
検
討
す
る
。

る
と
、
現
場
周
辺
の
詳
細
な
交

通
量
調
査
に
基
づ
く
右
折
レ
ー

ン
等
の
設
置
と
い
っ
た
交
差
点

設
計
や
歩
道
橋
の
撤
去
工
法
等

に
つ
き
、
交
通
管
理
者
で
あ
る

警
察
署
等
と
協
議
し
て
お
り
、

25
年
度
末
ま
で
に
関
係
機
関
と

の
協
議
を
完
了
さ
せ
る
予
定
と

の
こ
と
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、

今
後
も
県
や
警
察
等
と
連
携
し

て
、
経
過
を
注
視
し
て
い
く
。

族
館
）
の
誘
致
に
よ
り
街
づ
く

り
を
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
　
事
業
認
可
取
得
後
2
、
3

年
で
道
路
や
宅
地
を
整
備
し
、

各
施
設
の
整
備
完
了
は
5
年
後

を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
区

画
整
理
後
は
、
賑
わ
い
と
海
と

水
に
親
し
め
る
コ
ン
セ
プ
ト
の

下
に
、
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
誘
致
の

可
能
性
も
排
除
せ
ず
、
商
業
施

設
の
整
備
に
取
り
組
み
た
い
。

答
　
条
例
施
行
後
、
自
転
車
が

関
係
す
る
事
故
件
数
は
年
々
減

少
し
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て

危
険
な
違
反
走
行
も
見
受
け
ら

れ
る
。
今
後
も
啓
発
活
動
を
通

じ
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
安

全
利
用
の
意
識
づ
け
に
努
め
た

い
。
ま
た
、
罰
則
に
つ
い
て
は
、

道
路
交
通
法
に
詳
細
な
規
定
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
は

啓
発
に
注
力
し
て
い
き
た
い
。

お
り
、
条
例
に
基
づ
く
指
導
等

の
他
、
自
主
的
な
是
正
も
多
く

な
さ
れ
る
等
、
大
き
な
成
果
が

得
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
26
年

度
予
算
で
は
事
前
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
基
づ
き

空
き
家
等
の
除
却
等
に
関
す
る

費
用
を
計
上
し
て
お
り
、
マ
イ

ホ
ー
ム
借
上
げ
制
度
に
つ
い
て

も
、
市
民
へ
の
周
知
や
成
約
件

数
の
向
上
等
に
取
り
組
み
た
い
。

外
環
開
通
に
伴
い
交
通
量
の
増

大
が
予
想
さ
れ
、
4
車
線
化
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
、
県
が
整
備
す
る
区
間

の
南
側
の
一
部
は
現
況
幅
員
の

ま
ま
だ
が
、
歩
車
道
の
断
面
構

成
の
再
編
に
伴
い
、
歩
道
舗
装

の
再
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
住
民
の
安
全
と

円
滑
な
交
通
の
確
保
の
た
め
、

事
業
者
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

線
整
備
事
業
は
、
各
々
平
成
26

年
度
、
27
年
度
の
完
成
を
目
途

に
進
ん
で
お
り
、
市
も
こ
れ
に

合
わ
せ
て
対
象
地
域
の
公
共
下

水
道
の
先
行
整
備
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
一
部
を
除
く
市
街

化
区
域
を
概
ね
20
年
で
整
備
す

る
こ
と
で
本
市
の
下
水
道
普
及

率
は
約
97
％
と
な
る
予
定
で
あ

り
、
今
後
も
効
率
的
な
整
備
を

進
め
て
い
く
。

見
直
し
は
市
民
負
担
の
軽
減
含
め
検
討
を

負
担
の
公
平
等
踏
ま
え
慎
重
に
進
め
た
い

景観と環境の保全 市はどう考える
風致地区の特性にも配慮して整備

市
が
目
指
す
街
づ
く
り
の
具
体
的
手
法
は

特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
の
手
法
が
有
効

歩
道
橋
撤
去
に
向
け
た
進
捗
状
況
は

設
計
・
工
法
等
の
協
議
進
め
て
い
る

三
番
瀬
を
活
か
し
た
街
づ
く
り
を

海
と
水
に
親
し
め
る
賑
わ
い
の
施
設
に

条
例
制
定
か
ら
３
年 

今
後
ど
う
取
り
組
む

啓
発
に
よ
り
安
全
利
用
を
意
識
づ
け
る

条
例
施
行
後
の
現
状
と
実
績
は

情
報
提
供
が
急
増 

自
主
的
是
正
含
め
成
果

道
路
南
側
の
整
備
は
ど
う
す
る
の
か

一
部
は
現
況
幅
員
だ
が
歩
道
は
再
整
備

市
北
部
の
今
後
の
整
備
予
定
は

県
事
業
の
幹
線
完
成
に
合
わ
せ
供
用
開
始

駐輪場使用料

都市計画道路３・４・18号

武蔵野線新駅設置

行徳駅入口交差点

塩浜地区整備

自転車の安全利用

空き家対策

新田地区国道14号整備

下水道整備


